
 

 

 

平成２８年度第１回瀬戸・高松広域連携中枢都市圏推進委員会 

 

日時  平成２８年１１月２８日(月) 

午後３時３０分～ 

場所    高松市役所３２会議室 

 

次   第 

 

１  開 会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議 事 

（１）瀬戸・高松広域定住自立圏取組事業の評価結果等について 

（対象：平成２７年度実施事業） 

（２）瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組事業の新規・拡充について 

   （平成２９年度以降実施分） 

（３）その他 

 

４ 閉 会 



「瀬戸・高松広域定住自立圏」取組事業の評価結果等 
について（対象：平成２７年度実施事業） 
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資料 １ 



「瀬戸・高松広域定住自立圏」（※）取組事業の評価結果の概要 

１ 評価の目的 

 定住自立圏形成協定に基づく、２６施策、４５事業の取組について、総合的な観
点から検証・評価を実施することで、適切な進行管理を行う。 

２ 評価の方法 

 各施策に係る取組（事業）ごとに、市民にも分かりやすい成果目標を設定し、そ
の達成度や成果について、中心市において評価を実施するとともに、連携市町
においても一定の評価を行う。 
 なお、この評価の結果については、外部の有識者で構成されるビジョン懇談会
からも、意見・提案を受けるなかで、ＰＤＣＡサイクルを回していく。 

３ 評価の基準 

(1) 中心市    有効性、効率性の観点から評価 
(2) 連携市町   成果の達成度から評価 
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 （※）高松市を含む近隣３市５町で形成される圏域で、平成２７年度末 
    をもって、「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏」へと発展的に移行 



「瀬戸・高松広域定住自立圏」取組事業の評価結果の概要 

≪評価基準≫

3(1)

各評価項目の得点を合計して得点率を算出し、下記の区分に分類
　得点率　80％以上 A
　得点率　70％以上80％未満 B
　得点率　60％以上70％未満 C
　得点率　50％以上60％未満 D
　得点率　50％未満 E

　　 ＜評価項目・内容および点数＞
区分 評価項目 評価内容 点数

成果に対する達成度はどうだったか
A ビジョンの成果が達成されている等、十分成果があがっている。 25
B 成果があがっているが、更なる取組による成果向上の余地がある。 20
C 一定の成果があがっているが、課題もあり、更なる改善が必要である。 13
D 成果が十分あがっておらず、更なる改善が必要である。 5
Ｅ 抜本的な見直しが必要である。 0

事業の成果を向上させる余地はあるか
A 向上余地はない 25
B 向上余地が考えられる（中小程度） 18
C 向上余地が考えられる（大） 10
D 事業完了 0

A 目標以上に達成できた 25
B 目標どおり達成できた 20
C 概ね達成できた 13
D あまり達成できなかった 5
Ｅ 達成できなかった 0

効率的な取組ができたか
A 大いに効率的であった 25
B ある程度効率的であった 18
C 少し効率的であった 10
D 効率的でなかった 0

3(2)

A
B
C
D
Ｅ

成果を達成するための活動量

効率的な取組の有無

有効性
評価

効率性
評価

下記の区分に分類

中心市による評価

成果を達成するための活動量（活動目標に対する実績値）はどうだったか

連携市町による評価

評価内容

成果の
達成度

成果に対する達成度はどうだったか
ビジョンの成果が達成されている等、十分成果があがっている。
成果があがっているが、更なる取組による成果向上の余地がある。
一定の成果があがっているが、課題もあり、更なる改善が必要である。
成果が十分あがっておらず、更なる改善が必要である。
抜本的な見直しが必要である。

成果の達成度

成果の向上余地度
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取組進捗状況（H27） (1/2) 
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視点 政策分野 施策 № 施策に係る取組（事業） 高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町
連携中枢都市
圏での取扱

(1) 遠隔医療ネットワークを使った連携 Ａ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｅ Ｃ 継続

Ｂ Ｄ Ｄ Ａ Ｅ - 継続

Ｂ Ｄ Ｄ Ａ Ｅ - 継続

(3) 医療職員の交流等 Ｃ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ 継続

(4) 救急医療体制の整備 Ａ Ｂ Ａ Ｅ 継続

(5) 救急艇の活用 Ａ Ｂ Ａ Ｄ 継続

(6) ファミリー・サポート・センター事業 Ａ Ｃ Ｂ Ａ 継続

(7) 高齢者セーフティネットワーク事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 継続

(8)
地域密着型サービス（認知症対応型共同生活介
護）広域利用事業

Ａ Ｄ 継続

(9) 自立支援協議会運営事業 Ｃ Ａ Ａ 継続

(10) 介護認定審査会業務の連携 Ａ Ａ Ａ Ａ 継続

(11) 障害程度区分等審査会業務の連携 Ａ Ａ Ａ Ａ 継続

c教育
５　中学校総合体育大会等
　　の連携

(12) 中学校総合体育大会等の連携 Ａ Ａ Ａ 継続

(13) 観光プロモーション事業 Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

(14) 新たな観光プランの企画、販売等 Ｂ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

(15) 国内外観光客向け情報発信事業 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ 継続

(16) イベント交流の促進 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

７　中心市街地におけるにぎわい
　　の創出

(17) 高松市中心市街地活性化基本計画に基づく取組 Ａ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 廃止

(18) 災害時の応援体制等 Ａ Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ 継続

(19) 香川県消防相互応援協定 Ａ Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ａ 継続

(20)
高松空港及びその周辺における消火救難活動に
関する協定

Ａ Ａ Ａ 継続

(21) 消防業務の事務委託 Ａ Ａ Ａ 継続

(22) 一般廃棄物の処理業務 Ａ Ａ 継続

(23) し尿処理業務 Ａ Ａ Ａ 継続

(24) し尿貯留槽管理業務 Ａ Ａ 継続

(25) 一般廃棄物の埋立処分業務 Ａ Ａ 継続

１０　不法投棄の防止 (26) 不法投棄対策事業の推進 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 継続

eその他

８　消防・防災体制の強化

９　一般廃棄物処理体制の確保

生
活
機
能
の
強
化

a医療

１　医療を安定的に提供できる
    体制の確保

医療機関の整備推進等

２　救急医療体制の確保

b福祉

３　子育て支援及び高齢者保護
　　の充実

４　広域的な審査会の実施

d産業振
興

６　観光の振興

(2)



取組進捗状況（H27） (2/2) 
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視点 政策分野 施策 № 施策に係る取組（事業） 高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町
連携中枢都市
圏での取扱

１１　公共交通機関利用促進 (27) 公共交通機関の利用促進 Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 継続

１２　海上交通の確保・充実 (28) 海上交通の確保・充実 Ｃ Ｂ Ａ Ｃ 廃止

bＣＴイン
フラ整備

１３　ブロードバンド利用環境の
　　　向上等

(29) ブロードバンド利用環境の向上等 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ａ 廃止

(30) 中心市街地における直売所の整備及び活用 Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ 廃止

(31) 特産品の周知宣伝等 Ａ Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

d地域内外
の住民との
交流・移住
促進

１５　自然体験等を通じた住民
　　　の交流の促進

(32) 自然体験等を通じた住民の交流の促進 Ｅ Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ Ｄ 改善継続

１６　文化的資産の活用 (33) 文化的資産の活用 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ 継続

１７　文化芸術鑑賞機会等の提供 (34) 文化芸術鑑賞機会等の提供 Ａ Ｂ Ｄ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 拡充

１８　瀬戸内国際芸術祭関連事業
　　　の実施

(35) 瀬戸内国際芸術祭関連事業の実施 Ａ Ｂ Ａ Ｅ 継続

１９　図書館サービスの提供 (36) 移動図書館の開設 Ａ Ａ 継続

２０　圏域情報の発信及び共有化 (37) 圏域情報の発信及び共有化 Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｃ 廃止

２１　高松市屋島陸上競技場
　　　の活用

(38) 高松市屋島陸上競技場の活用 - - - - - - - - －

(39) 環境学習の推進 Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｅ Ｂ Ｄ 継続

(40) 環境負荷の少ない自動車の普及促進 Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｅ Ｃ Ｄ 継続

(41) 使用済小型電子機器等リサイクル事業 Ａ Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｄ 継続

２３　地域密着型トップスポーツ
　　　チームの試合観戦機会等
　　　の提供

(42)
地域密着型トップスーツチームの試合観戦機会
等の提供

Ｅ Ｄ Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ｃ Ｅ 改善継続

a圏域内市
町の職員等
の交流

２４　職員の交流・人材育成等 (43) 合同研修等の実施 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｃ 継続

２５　大学等との連携 (44) 取組事項の研究交流 Ｃ Ｄ Ａ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ 改善継続

２６　市民活動団体等との協働 (45) 協働企画提案募集事業 Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ 廃止

e文化芸
術

fその他

２２　環境への配慮

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
の
強
化 bその他

結
び
つ
き
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

a地域公
共交通

c地産地
消

１４　中心市街地における直売所
　　　の整備及び活用



取組評価H27－26年度比較表 (1/3) 
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視点 政策分野 施策 施策に係る取組（事業） 年度 高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町
連携中枢都市圏

での取扱

Ｈ27 A Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｅ Ｃ 継続

Ｈ26 Ｃ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ 拡充

Ｈ27 Ｂ Ｄ Ｄ Ａ Ｅ - 継続

Ｈ26 Ｂ Ｄ Ｄ Ａ Ｅ - 継続

Ｈ27 Ｂ Ｄ Ｄ Ａ Ｅ - 継続

Ｈ26 Ｃ Ｄ Ｄ Ａ Ｅ - 継続

Ｈ27 Ｃ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ 継続

Ｈ26 Ｃ Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ 継続

Ｈ27 Ａ Ｂ Ａ Ｅ 継続

Ｈ26 Ａ Ｂ Ａ Ｃ 継続

Ｈ27 Ａ Ｂ Ａ Ｄ 継続

Ｈ26 Ａ Ｂ Ａ Ｄ 継続

Ｈ27 Ａ Ｃ Ｂ Ａ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 継続

Ｈ27 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ26 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ27 Ａ Ｄ 継続

Ｈ26 Ａ Ｄ 継続

Ｈ27 Ｃ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ｃ Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ｂ Ａ 継続

Ｈ27 Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｂ Ｄ Ｂ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ27 Ｂ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ27 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ 継続

Ｈ27 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ26 Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ27 Ａ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 廃止

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 継続

２　救急医療体制の確保

(4)救急医療体制の整備

(5)救急艇の活用

b福祉

３　子育て支援及び高齢者保護の充実

(6)ファミリー・サポート・センター事業

(7)高齢者セーフティネットワーク事業

a医療

１　医療を安定的に提供できる体制の確保

(1)遠隔医療ネットワークを使った連携

(2)医療機関の整備推進等

(3)医療職員の交流等

(8)地域密着型サービス（認知症対応型共同生活介護）広域利用
事業

(9)自立支援協議会運営事業

４　広域的な審査会の実施

(10)介護認定審査会業務の連携

(11)障害程度区分等審査会業務の連携

c教育 ５　中学校総合体育大会等の連携 (12)中学校総合体育大会等の連携

d産業振興

６　観光の振興

(13)観光プロモーション事業

(14)新たな観光プランの企画、販売等

(15)国内外観光客向け情報発信事業

(16)イベント交流の促進

７　中心市街地におけるにぎわいの創出 (17)高松市中心市街地活性化基本計画に基づく取組

生
活
機
能
の
強
化



取組評価H27－26年度比較表 (2/3) 
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視点 政策分野 施策 施策に係る取組（事業） 年度 高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町
連携中枢都市圏

での取扱

Ｈ27 Ａ Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ 継続

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ｂ 継続

Ｈ27 Ａ Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｃ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ｃ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 継続

Ｈ26 Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 継続

Ｈ27 Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 継続

Ｈ26 Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 継続

Ｈ27 Ｃ Ｂ Ａ Ｃ 廃止

Ｈ26 Ｃ Ｂ Ａ Ｃ 継続

Ｈ27 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ａ 廃止

Ｈ26 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ 縮小

Ｈ27 Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ 廃止

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

Ｈ27 Ａ Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

Ｈ27 Ｅ Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ Ｄ 改善継続

Ｈ26 Ｅ Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 改善継続

Ｈ27 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ｂ Ｄ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 拡充

Ｈ26 Ａ Ｂ Ｄ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 継続

Ｈ27 Ａ Ｂ Ａ Ｅ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｂ Ａ Ｃ 継続

結
び
つ
き
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

生
活
機
能
の
強
化

１６　文化的資産の活用 (33)文化的資産の活用

１７　文化芸術鑑賞機会等の提供
(34)文化芸術鑑賞機会等の提供
※「文化芸術事業の出前公演」及び「美術館学習」を含む

１８　瀬戸内国際芸術祭関連事業の実施 (35)瀬戸内国際芸術祭関連事業の実施

a地域公共交通

１１　公共交通機関利用促進

(31)特産品の周知宣伝等

d地域内外の住民
との交流・移住促
進

１５　自然体験等を通じた住民の交流の促進 (32)自然体験等を通じた住民の交流の促進

(27)公共交通機関の利用促進

１２　海上交通の確保・充実 (28)海上交通の確保・充実

bＣＴインフラ整備 １３　ブロードバンド利用環境の向上等 (29)ブロードバンド利用環境の向上等

e文化芸術

eその他

８　消防・防災体制の強化

(18)災害時の応援体制等

(19)香川県消防相互応援協定

(20)高松空港及びその周辺における消火救難活動に関する協
定

(21)消防業務の事務委託

９　一般廃棄物処理体制の確保

(22)一般廃棄物の処理業務

(23)し尿処理業務

(24)し尿貯留槽管理業務

(25)一般廃棄物の埋立処分業務

１０　不法投棄の防止 (26)不法投棄対策事業の推進

c地産地消
１４　中心市街地における直売所の整備及び活
用

(30)中心市街地における直売所の整備及び活用
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視点 政策分野 施策 施策に係る取組（事業） 年度 高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町
連携事業として

の方向性

Ｈ27 Ａ Ａ 継続

Ｈ26 Ａ Ａ 継続

Ｈ27 Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｃ 廃止

Ｈ26 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

Ｈ27 - - - - - - - - －

Ｈ26 - - - - - - - - －

Ｈ27 Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｅ Ｂ Ｄ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｂ Ｂ Ｄ 継続

Ｈ27 Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｅ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ 継続

Ｈ27 Ａ Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｄ 継続

Ｈ26 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 継続

Ｈ27 Ｅ Ｄ Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ｃ Ｅ 改善継続

Ｈ26 Ｅ Ｄ Ｂ Ｄ Ａ Ｄ Ｃ Ｃ 改善継続

Ｈ27 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｃ 継続

Ｈ26 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｃ 継続

Ｈ27 Ｃ Ｄ Ａ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ 改善継続

Ｈ26 Ｃ Ｄ Ａ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

Ｈ27 Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ 廃止

Ｈ26 Ａ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ 継続

bその他

２５　大学等との連携 (44)取組事項の研究交流

２６　市民活動団体等との協働 (45)協働企画提案募集事業

fその他

１９　図書館サービスの提供 (36)移動図書館の開設

２０　圏域情報の発信及び共有化 (37)圏域情報の発信及び共有化

２１　高松市屋島陸上競技場の活用 (38)高松市屋島陸上競技場の活用

２２　環境への配慮

(39)環境学習の推進

(40)環境負荷の少ない自動車の普及促進

(41)使用済小型電子機器等リサイクル事業

結
び
つ
き
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
の
強
化

a圏域内市町の職
員等の交流

２４　職員の交流・人材育成等 (43)合同研修等の実施

２３　地域密着型トップスポーツチームの試合観
戦機会等の提供

(42)地域密着型トップスーツチームの試合観戦機会等の提供

高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 計

向上 7 1 1 2 0 4 1 2 18

低下 7 5 0 0 0 3 4 5 24
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≪評価の高い事業≫ 
評価区分 Ｈ２7 Ｈ２６ 

全体的に評価が高い施策 
(高松市、連携市全てＡ 

又はＢ) 

(10)介護認定審査会業務の連携 (10)介護認定審査会業務の連携 

(11)障害程度区分等審査会業務の連携 (11)障害程度区分等審査会業務の連携 

(12)中学校総合体育大会等の連携 (12)中学校総合体育大会等の連携 

(20)高松空港及びその周辺における消火救難活動に関する協定 

(21)消防業務の事務委託 (21)消防業務の事務委託 

(22)一般廃棄物処理体制 (22)一般廃棄物処理体制 

(23)し尿処理業務 (23)し尿処理業務 

(24)し尿貯留槽管理業務 (24)し尿貯留槽管理業務 

(25)一般廃棄物の埋立処分業務 (25)一般廃棄物の埋立処分業務 

(26)不法投棄対策事業の推進 

(29)ブロードバンド利用環境の向上等 

(33)文化的資産の活用 

(36)移動図書館の開設 (36)移動図書館の開設 

≪評価の低い事業≫ 
評価区分 Ｈ２7 Ｈ２６ 

全体的に評価が低い施策 
（高松市、連携市町合わせて 

過半数がＤ又はＥ） 

（2）医療機関の整備推進等 （2）医療機関の整備推進等 
（3）医療職員の交流等 （3）医療職員の交流等 

（14）新たな観光プランの企画 （14）新たな観光プランの企画 

（17）高松市中心市街地活性化基本計画に基づく取組 （17）高松市中心市街地活性化基本計画に基づく取組 

（30）中心市街地における直売所の整備及び活用 （30）中心市街地における直売所の整備及び活用 
（39）環境学習の推進 

（45）協働企画提案募集事業 （45）協働企画提案募集事業 

≪評価区分ごとの施策数≫ 
評価区分 高松市 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

Ａ 24 1 3 2 17 11 8 11 
Ｂ 8 8 6 9 0 6 6 4 
Ｃ 10 5 2 11 3 11 7 4 
Ｄ 0 12 11 7 9 5 9 14 

Ｅ 3 1 0 0 0 2 5 2 

－ 1 1 1 1 1 1 1 3 
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・連携中枢都市圏においては、ビジョンに定めるKPIの達成度による進行管理を行う。 
 なお、KPIについては、進行管理を行う中で、適宜、見直しを行う。 
・外部の有識者で構成するビジョン懇談会や連携市町の意見を参考にしながら、圏域の 
 活性化に資する効果的な取組の拡充に努める。 

５ 今後の取組 



「瀬戸・高松広域定住自立圏」取組進捗状況調査票（平成２７年度） 資料２

【生活機能の強化】

（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

(1)遠隔医療ネット
ワークを使った連携

読影診断　20件 読影件数 30 35 40
本ネットワークの機能
拡充により、利用件
数増が見込まれる。

20

・達成度　　  13
・向上余地度　18
・活動量  　　25
・効率的取組  25

Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｅ Ｃ

【さぬき市】Ｂ：ネットワークの利用実績が十分といえず、向上の余
地があると考えるため。
【土庄町】Ｂ：前年度より2.8倍の利用件数となっている。
【小豆島町】Ｄ：費用対効果や運用面で検討課題があるため。
【三木町】Ｃ：取組について協議していく必要がある。
【直島町】Ｅ：機器が古く、更新費用がかかる。また、県との連携も
取りやめている。
【綾川町】Ｃ：ハード面での整備は行われているが、今後運用面で
の充実について協議して行く必要がある。

継続

診療情報を共有化す
ることで、患者の治療
の向上を図るため、
今後とも引き続き取組
を行っていく。

２６年度から、中核病院へ紹介した患者の
カルテ等の診療情報を参照することがで
きる機能を追加した、Ｋ－ＭＩＸ＋（ケーミッ
クスプラス）に参画した。２６年度にこの機
能の利用はなかったが、患者にとって、検
査の重複実施の抑制、医師に対する病状
説明の軽減や紹介・逆紹介を通じた円滑
な病診連携が促進され、地域全体の診療
の質の向上につながることから、引き続
き、利用を促進する。

市民病院事
務局医事課

【保健所保健対策課地域医療対策室】
看護師・准看護師養成所の運営に対して
助成を行った。 看護師等資格取

得者数
140 140 140 養成所の定員 112

・達成度      20
・向上余地度  18
・活動量  　　13
・効率的取組  25

継続 医療人材不足のため

【保健所保健対策課地域医療対策室】
安定した医療人材育成のため、継続して
看護師・准看護師養成所の運営に対して
助成を行う。

新病院整備
課
保健所保健
対策課地域
医療対策室

【新病院整備課】
地域包括ケア病棟設置など、国の医療施
策の方向性等を踏まえ「実施設計の見直
し」を行うとともに、昨年度から実施してい
た整備地内の「造成工事」や「雨水調整
池工事」を竣工したほか、病院棟、保育所
棟、外構及び附帯施設を整備する「建設
工事」に着手した。 全事業期間にお

ける
当該年度までに
おける進捗率

　当該年度までの
　トータルコスト

÷総事業費

8.4 9.1 12.2
２７年度までにおける
進捗率

12.2

・達成度　　　20
・向上余地度  18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

継続

新病院は、それぞれの
医療分野において専門
性を高めながら、地域
の医療水準の向上を図
るほか、急性期病院とし
て、地域の医療機関等
との機能分担と連携を、
より一層強化し、「がん
医療」、「救急医療」等
に重点的に取り組むこ
ととしている。
　当該事業は、圏域の
医療水準の維持、充実
を図り、医療を安定的
に提供できる体制づくり
に有効であることから、
平成30年度前半の開院
に向け、計画的な整備
に取り組む。

【平成28年度取組予定】
建設工事、駐車場整備工事等

【完成年度までの予定】
平成29年度
　建設工事
平成30年度(前半)
  建設工事竣工、開院準備、開院

新病院整備
課

(3)医療職員の交流
等

高松市民病院が主催して、各市町の医療
機関等の医療職員に、実地での技能等を
高めるための交流研修を検討し、一部市
町と交流を図った。
（H27開催　三豊市） 研修回数 1回以上 1回以上 1回以上

医療職員が現場に支
障をきたさない範囲
での交流研修の開催
件数とした。

1回

・達成度　　　13
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  10

Ｅ Ｄ Ｄ Ｅ Ｄ

【さぬき市】Ｅ：現時点では、他院との人事交流制度が確立されて
いないため、まずは、制度づくりに着手する必要がある。
【土庄町】Ｄ：実績がなく評価が難しい。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【直島町】Ｅ：資質向上のための実地研修は必要であるが、職員の
人数が少なく、参加が難しい。
【綾川町】Ｄ：現状では、具体的な取組みが行われていないため、
実施方法等について今後協議が必要と思われる。

継続

今後、県が策定する
「地域医療構想」を踏
まえ、効果的な交流を
検討し、継続する。

地域医療支援病院としての機能強化を
図っており、効果的な交流研修を検討し、
継続する。

市民病院事
務局総務課

(1)救急医療体制の
整備

地区医師会への委託による在宅当番医
制の実施や、輪番病院の運営及び休日・
夜間における歯科診療事業に対して助成
を行った。また、夜間急病診療所につい
ては、指定管理者制による運営を行っ
た。

救急医療体制の
確保日数

366 366 366 年間日数 366

・達成度      20
・向上余地度  18
・活動量  　　20
・効率的取組  25

Ｂ Ａ Ｅ

【三木町】Ｂ：更なる取組により向上の余地がある。
【直島町】Ａ：救急体制を確保するために十分な支援が行えてい
る。
【綾川町】Ｅ：救急医療体制を確立していないため。 継続

医療人材不足のた
め、現状維持が目標
となるため

Ｈ２６年９月に移転開設し、機能拡充を
図った夜間急病診療所を軌道に乗せるほ
か、救急医療体制全般の安定感のある体
制確保のため、引き続き関係機関との調
整を行う。

保健所保健
対策課地域
医療対策室

(2)救急艇の活用

搬送実績
土庄町　　１０件
小豆島町　１４件

専門医療機関搬
送数

20 20 25
平成25、26年度の搬
送実績を基に設定

24

・達成度　　　25
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  25

Ｂ Ａ Ｄ

【土庄町】Ｂ：救急艇の活用について連携していることで、救急搬送
体制の強化につながっており、成果をあげているが、当町におけ
る医療従事者不足による搬送時の負担等課題がある。
【小豆島町】Ａ：脳疾患等治療が遅れれば生命の危険がある患者
の搬送に効果的であったため。
【直島町】Ｄ：当町においても救急患者を輸送する船を所有してお
り、活用実績がない。

継続
医療人材不足のた
め、現状維持が目標
となる

夜間急病診療所の安定した運営を図ると
ともに、救急医療体制全般の安定感のあ
る体制確保のため、引き続き関係機関と
の調整を行う。 保健所保健

対策課地域
医療対策室

(1)ファミリー・サ
ポート・センター事
業

・登録会員数実績：２，２５３人
　（うち三木町93人、綾川町94人）
・援助活動実績件数：６，３６９件
　（うち三木町339件、綾川町341件）
・会員養成講座：４回(1回当たり15講座)
　（うち綾川町1回）
・会員スキルアップ講座：２回
・会員交流会：２回
・ファミサポ通信：１８，１９号発行

ファミリー・サポー
ト・センター事業
利用件数

7,000 7,500 5,500
過去の実績推移によ
る

6,369

・達成度　　　25
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｃ Ｂ Ａ

【さぬき市】Ｃ：相互において援助の実績がなかったことから、更な
る改善の余地があると考えられるため。
【三木町】Ｂ：活動数が年々増加しているが、まだファミリー・サポー
ト・センター事業を知らない方もいるため、さらなるＰＲを行う必要
がある。
【綾川町】Ａ：26年度と比較してみると利用実績・会員数、ともに約
25㌫の増加があった。利用料の補助や保育所等での広報活動が
効果的だったと考えられる。

継続

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るため、今後とも引き
続き取組を行ってい
く。

登録会員数見込：２，６００人
（依頼会員１，６５０人、提供会員６５０人、
両方会員２００人）
援助活動件数見込：５，６００件
会員養成講座：年間で計３回開催
会員スキルアップ講座：年２回開催
会員交流会：年２回開催
ファミサポ通信：１９・２０号発行

子育て支援
課

(2)高齢者セーフティ
ネットワーク事業

　香川県主催で開催された認知症高齢者
行方不明等対策連絡会議と、参加者及び
内容が重複するため、本市主催で情報交
換及び連携の確認のための連絡会は実
施していない。
　なお、定住自立圏域での本ネットワーク
の使用は０件であった。

連絡会開催件数 1 1 1

圏域の徘徊高齢者の
早期発見及び保護、
またネットワークの円
滑な実施を図るため
に適切な回数である
ため

0

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｂ Ｃ Ｄ

【さぬき市】Ｂ：徘徊高齢者の保護についてネットワークを構築して
いるが、今後、ネットワークの活用について、協議していく必要が
あるため。
【三木町】Ｃ：今後も関係機関との連携を図り、円滑な支援に向け
た協議を行っていく必要がある。
【綾川町】Ｄ：実績が無い為、評価が難しい。

継続

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るため、今後とも引き
続き取組を行うが、連
絡会の開催について
は、香川県の動向を
確認する必要があ
る。

引き続き、所管の警察署から徘徊高齢者
に関する協力依頼があった場合は、本市
の関係部署、関係団体に発見協力を依頼
するとともに、要請があれば、周辺市町に
も情報提供し、協力依頼を行う。
　なお、連絡会の開催については、香川
県の動向を確認する必要がある。

長寿福祉課

３　子
育て支
援及び
高齢者
保護の
充実

Ｈ２７度活動目標値
設定の理由

連携事
業として
の方向

性

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

平成２７年度　取組実績
＜参考＞

連携市町評価の理由

Ｄ Ｄ Ａ

関係所属

a
医
療

１　医
療を安
定的に
提供で
きる体
制の確
保

２　救
急医療
体制の
確保

方向性の理由

Ａ

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
指標

活動目標値

実績値
（Ｈ２７度）

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

b
福
祉

Ｂ

Ａ

Ａ

(2)医療機関の整備
推進等

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｅ －

【土庄町】Ｄ：実績がなく評価が難しい。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【三木町】Ａ：准看護師の育成に寄与している。
【直島町】Ｅ：通院環境整備事業が活用できていない。
【綾川町】－：現状移転統合病院の整備について詳細等が示され
ていないため、評価が難しい。

1



（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

Ｈ２７度活動目標値
設定の理由

連携事
業として
の方向

性

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

平成２７年度　取組実績
＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属方向性の理由

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
指標

活動目標値

実績値
（Ｈ２７度）

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

(3)地域密着型サー
ビス（認知症対応型
共同生活介護）広
域利用事業

高松市地域密着型サービス事業者指定
に係る制限に関する要綱において、本市
域内の地域密着型サービス（認知症対応
型共同生活介護）については、原則、本
市転入後６ヶ月を経過しない者の利用又
は入居はできないが、当該サービス事業
所がない直島町からの転入者には、６ヶ
月が経過していなくても利用又は入居で
きる運用とする。

当該事業所周知
件数

43件 45件 45件
平成27年度中に1事
業所増える見込みの
ため、45件とした。

45件

・達成度　　  25
・向上余地度  25
・活動量  　  13
・効率的取組  18

Ｄ

【直島町】Ｄ：現在、認知症対応型共同生活介護サービスを活用出
来ていない状態であり、成果を達成するために改善が必要であ
る。

継続

直島町からの転入者
で認知症対応型共同
生活介護への入居希
望者がいれば随時対
応できるよう、引き続
き事業所への周知を
行っていく。

高松市地域密着型サービス事業者指定
に係る制限に関する要綱において、本市
域内の地域密着型サービス（認知症対応
型共同生活介護）については、原則、本市
転入後６ヶ月を経過しない者の利用又は
入居はできないが、当該サービス事業所
がない直島町からの転入者には、６ヶ月
が経過していなくても利用又は入居できる
運用とする。

介護保険課

(4)自立支援協議会
運営事業

・総会２回と部会を随時開催し、障害者支
援の障害者等への支援体制に関する課
題について情報の共有を図り、検討を
行った。

総会開催数 2 2 2
定期的な情報共有を
図るとともに、検討す
る場が必要なため

2

・達成度　　　20
・向上余地度　10
・活動量  　　13
・効率的取組  18

Ａ Ａ

【三木町】Ａ：高松圏域自立支援協議会が行う相談支援の充実、強
化を図るための研修等について、体制も確保されており、十分な
取組が行われている。
【直島町】Ａ：自立支援協議会の相談支援事業所との連携体制も
確保されており、障がい者への支援等、十分な取組が行えてい
る。
【綾川町】Ｅ：救急医療体制を確立していないため。

継続

障害者の日常生活及
び社会生活を総合的
に支援する法律第８９
条の３の規定に基づく
ため

・障害者等に対する障害福祉施策につい
ての周知
・関係機関の連携強化及び相談支援の充
実・強化を図るための研修等
・専門部会等の運営
・その他の相談支援充実・強化を図るため
の事業

障がい福祉
課

(1)介護認定審査会
業務の連携

高松市と三木・直島・綾川３町との「介護
認定審査会業務の事務委託に関する規
約」に基づき、介護認定審査会業務を
行った。

介護認定審査件数
高松市２５，１９２件
三木町　１，８５２件
直島町  　　２３８件
綾川町  １，９９６件

- - - - - -

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ａ Ａ Ａ

【三木町】Ａ：「介護認定審査会業務の事務委託に関する規約」に
基づき、十分な取組が行われている。
【直島町】Ａ：成果に示されている介護認定審査会業務の連携につ
いて、体制も確保されており、十分な取組が行えている。
【綾川町】Ａ：審査業務を高松市へ委託し、審査・認定までの業務
がスムーズに行われる。

継続

「介護認定審査会業
務の事務委託に関す
る規約」に基づく事業
のため、今後も継続し
て実施していく。

「介護認定審査会業務の事務委託に関す
る規約」に基づき、引き続き、三木町・直
島町・綾川町の介護認定審査会業務につ
いて、本市が受託して実施する。

介護保険課

(2)障害程度区分等
審査会業務の連携

・審査会を50回開催し，市と３町の審査に
ついて、引き続き連携した。
・審査件数としては，高松市765件，三木
町65件，直島町2件，綾川町50件の審査
を行った。

審査会開催件数 50回 50回 48回

毎週水曜日に審査会
を予定しているため、
開催が想定される回
数を目標値とする。

50回

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ａ Ａ Ａ

【三木町】Ａ：審査会業務において、体制も確保されており、十分な
取組が行われている。
【直島町】Ａ：成果に示されている障害程度区分等審査会業務の
連携について、体制も確保されており、十分な取組が行えている。
【綾川町】Ａ：安定的に障害福祉の支援が行われる。

継続

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るので、今後とも引き
続き取り組みを行うた
め

・審査会を約50回開催し，市と３町の審査
について、引き続き連携していく。
・審査予定件数：高松市750件，三木町65
件，直島町4件，綾川町50件

障がい福祉
課

c
教
育

５　中
学校総
合体育
大会等
の連携

中学校総合体育大
会等の連携

参加実績人数
第７回総体　５，２０７人
第７回新人　４，２３３人
第７回駅伝 　   ４２０人 参加生徒数 10,000 10,000 10,000

ビジョンの成果が達
成されている等、十
分成果が上がってい
る。

10,260

・達成度　　　20
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  25

Ａ Ａ

【三木町】Ａ：競技力の向上が図られるなど、事業の成果が認めら
れる。
【直島町】Ａ：事業について一定の成果が認められる。

継続

今後も圏域で連携し、
生徒にとってより充実
した大会等を継続して
開催する。

参加予定人数
第８回総体　５，２００人
第８回新人　４，３００人
第８回駅伝 　 ４５０人 保健体育課

(1)観光プロモーショ
ン事業

民間の経済活動を観光振興の原動力と
するため、高松市を中心とした瀬戸・高松
広域定住自立圏の観光振興への役割が
期待できる企業等から、高松市のイメー
ジアップや集客力を高める事業を公募・
認定し、その活動を支援するもの。

パンフレット配布
部数

60,000 80,000 80,000
「讃岐を台湾でＰＲ実
行委員会」による活
動が見込まれたため

39,000

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｃ Ｄ Ｂ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ

【さぬき市】Ｃ：財団法人高松観光コンベンション・ビューローへの
情報提供に多方面にわたり協力したため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｂ：観光やイベント情報提供・発信により圏域の観光振興
を図っている。引き続き圏域及び地域と連携し、観光振興に努め
たい。
【小豆島町】Ａ：イベント情報提供により、圏域の観光振興を図って
いるため。
【三木町】Ｄ：観光資源の再発掘と観光事業や情報発信等の見直
しを進め、中心市と近隣市町との連携を強化していくことで改善を
図る必要がある。
【直島町】Ｃ：具体的な成果を実感できない。
【綾川町】Ｄ：賛助会費を支出しているのみで、具体的な成果を実
感できない。

継続

一定の成果が達成さ
れているため、今後と
も引き続き取組を行っ
ていく。

27年度事業を継続

(2)新たな観光プラ
ンの企画、販売等

（公財）高松観光コンベンション・ビュー
ローを実施主体とする着地型観光プラン
（ぷち旅プラン）を企画・販売事業を行う。

連携町の観光資
源を含むコース設
定数

3以上 3以上 3以上
コースが変わるため、
毎年３コースを最低
目標とした

6

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：平成２７年度においては、当市の情報が取り扱われ
なかったため。
【土庄町】Ｃ：特有の観光資源やイベント等を観光客誘致に活用し
ているが、もう一つの役割である高松観光コンベンション・ビュー
ローの賛助会員等として、同財団の実施する企画・販売事業の支
援ができていない状況であり、その支援方法等どのような形で連
携できるのかが課題である。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【三木町】Ｄ：観光資源の再発掘と観光事業や情報発信等の見直
しを進め、中心市と近隣市町との連携を強化していくことで改善を
図る必要がある。
【直島町】Ｃ：具体的な成果を実感できない。
【綾川町】Ｄ：効果的な連携が図られていない。

継続

一定の成果が達成さ
れているため、今後と
も引き続き取組を行っ
ていく。

27年度事業を継続

(3)国内外観光客向
け情報発信事業

海外観光客向け情報発信事業である英
語ブログサイト「アート・シティ高松」に、
アートに関するスポットなどについて取り
上げてもらうとともに、連携町に当サイト
へのリンクを依頼した。

アート・シティ高松
へリンクを掲載し
ている市町数

5以上 5以上 5以上 現状維持 5

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｃ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ

【さぬき市】Ｃ：利用者の評価等が不明であるため。
【東かがわ市】Ｂ：ホームページを外国語対応に改修したが、圏域
の魅力を十分に発信できるまでには至っていない。
【土庄町】Ｃ：特にインバウンド対策の整備を進めているが、その効
果についての検証が十分に図れていない。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【三木町】Ｃ：観光客目線でのより良い情報発信に努めていく必要
がある。
【直島町】Ｄ：圏域全体のホームページが作成されていない。
【綾川町】Ｃ：ＨＰの多言語化は行っているが、その精度に疑問が
あるとともに、成果を図りにくい。

継続

一定の成果が達成さ
れているため、今後と
も引き続き取組を行っ
ていく。

27年度事業を継続

３　子
育て支
援及び
高齢者
保護の
充実

４　広
域的な
審査会
の実施

観光交流課

b
福
祉

Ｃ

Ｂ

d
産
業
振
興

６　観
光の振

興

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

2



（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

Ｈ２７度活動目標値
設定の理由

連携事
業として
の方向

性

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

平成２７年度　取組実績
＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属方向性の理由

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
指標

活動目標値

実績値
（Ｈ２７度）

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

(4)イベント交流の促
進

本市の観光振興につながるイベントに対
し補助を行うとともに、情報発信コーナー
(パンフレットブース)を設置し、連携市町
のＰＲ等に取り組み、相互交流による観
光振興を図った。

情報発信コー
ナー（パンフレット
ブース）設置数

1以上 1以上 1以上 現状維持 1

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｂ Ｃ Ｃ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ

【さぬき市】B：高松市での上映については、一定の成果があったと
考えられるが、その他のイベントについては、他市町の現状が不
明であるため。
【東かがわ市】Ｃ：HPなどにより、相互の周知など改善を行う必要
がある。
【土庄町】Ｃ：単年度事業ではあるが、圏域と連携を図りつつ運営
及び情報発信を行った点は評価。今後の継続的な展開について
課題。
【小豆島町】Ａ：周知宣伝活動について十分に行われているため。
【三木町】Ｄ：近隣市町イベント時の周知宣伝活動を行うとともに、
周知宣伝活動を含めた相互交流を進めていく必要がある。
【直島町】Ｃ：相互交流への取り組みはできていない。
【綾川町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。

継続

一定の成果が達成さ
れているため、今後と
も引き続き取組を行っ
ていく。

27年度事業を継続

７　中
心市街
地にお
けるに
ぎわい
の創出

高松市中心市街地
活性化基本計画に
基づく取組

【商店街共同施設整備事業】
Ｇ街区駐車場整備事業補助金
平成２４年度～２７年度補助

補助金交付件数 3 2 1

商店街共同施設整備
事業が、過年度に整
備した共同施設整備
事業に対して補助金
を交付する事業であ
るため。

1

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：取組実績がないため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｄ：実績がなく評価が難しい。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【三木町】Ｄ：観光資源の再発掘と観光事業や情報発信等の見直
しを進め、中心市と近隣市町との連携を強化していくことで改善を
図る必要がある。
【直島町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。
【綾川町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。

廃止

県都高松市として、中
心市街地のにぎわい
創出は必要不可欠な
政策であり、継続して
取り組む必要がある。

まちづくり企
画課
都市計画課

(1)災害時の応援体
制等

相互応援体制を維持し、不測の事態に備
えた。 地震等による大規

模な災害時におけ
る防災対策及び応
急対策について、
災害時の相互応援
協定を締結してい
るものであり、取組
事業の指標や各年
度の活動目標値を
設定することは適さ
ない。

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ

【さぬき市】Ｄ：県内全ての市町と応援協定を締結済みであり、定
住自立圏での応援協定の必要性が低いため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｂ：成果である大規模災害時における応急体制を中心と
した防災体制の充実、強化体制が確保されているが、実際に発生
した際、各連携市町において相互応援が素早く行えるようにしてお
く必要がある。
【小豆島町】Ａ：協定継続中のため。
【三木町】Ｃ：地震等の大規模災害時における防災体制に一定の
充実・強化が図れたが、今後もより一層の充実・強化に努めていく
必要がある。
【直島町】Ｂ：協定継続中だが、さらなる協力体制の強化は必要で
ある。
【綾川町】Ｂ：いざという時にスムーズに連携できるように、定期

継続

災害時の応援体制に
関する協定のため、
引き続き取組を行って
いく。

相互応援体制を維持し、不測の事態に備
える。

危機管理課

(2)香川県消防相互
応援協定

相互応援体制を維持し、不測の事態に備
えた。実績なし

災害時の応援体
制に関する協定
のため、指標を設
定することができ
ない。

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｄ Ｄ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ａ

【さぬき市】Ｄ：県内全ての市町と応援協定を締結済みであり、定
住自立圏での応援協定の必要性が低いため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｂ：成果である圏域における消防活動体制を補完体制が
確保されているが、実際に発生した際、各連携市町において相互
応援が素早く行えるようにしておく必要がある。
【小豆島町】Ａ：協定継続中のため。
【三木町】Ｃ：県内市町及び一部事務組合の相互応援体制の強化
に寄与した。
【直島町】Ｂ：協定継続中だが、さらなる協力体制の強化は必要で
ある。
【綾川町】Ａ：常備消防を高松市に委託しており、不測の事態にお
いてもスムーズに対処できる。

継続

災害時の応援体制に
関する協定のため、
引き続き取組を行って
いく。

(3)高松空港及びそ
の周辺における消
火救難活動に関す
る協定

消火救難活動体制を維持し、緊急対応に
備えた。実績なし 災害時の応援体

制に関する協定
のため、指標を設
定することができ
ない。

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ａ Ａ

【三木町】Ａ：関係市町の消防機関の協力により、消火救難活動の
強化に寄与した。
【綾川町】Ａ：常備消防を高松市に委託しており、非常備消防との
連携もスムーズに行われている。空港周辺の訓練も定期的に行
われており、十分な成果があると考えられる。

継続

災害時の応援体制に
関する協定のため、
引き続き取組を行って
いく。

(4)消防業務の事務
委託

受託町における消防行政を円滑に実施
するとともに、安全で安心して暮らせるま
ちづくりを推進した。

建物火災件数（暦
年）

15 15 15
平成25、26年の受託
町における建物火災
の実績を基に設定

6

・達成度　　　25
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  25

Ａ Ａ

【三木町】Ａ：消防活動の円滑化、迅速化に貢献し、地域防災に寄
与した。
【綾川町】Ａ：高松市に委託しており、十分な成果があると考えられ
る。 継続

消防業務の受託に関
する協定を締結して
おり、引き続き取組を
行っていく。

(1)一般廃棄物の処
理業務

綾川町から委託を受け，同町の区域から
生じる一般廃棄物の中間処理を行った。
【処理実績】
〈焼却〉綾川町分 　  4,382㌧
        高松市分　  53,548㌧
〈破砕〉綾川町分    　 702㌧
        高松市分　   7,544㌧

本市による綾川
町の一般廃棄物
の受託処理トン数

4,600 4,900 4,900
高松市一般廃棄物処
理基本計画等に基づ
き設定

5,084

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　25
・効率的取組　18

Ａ

【綾川町】Ａ：綾川町から排出される一般廃棄物の中間処理業務
の処理を円滑に行えている。

継続

連携町とも一定の成
果が達成されている
ため、今後とも引き続
き取り組みを行ってい
く。

今後も、綾川町から委託を受け、同町の
区域から生じる一般廃棄物の中間処理を
行う。
２８年度処理見込
〈焼却〉綾川町分 　    4,200㌧
        高松市分　    49,300㌧
〈破砕〉綾川町分    　 　700㌧
        高松市分　     7,590㌧

西部クリー
ンセンター

(2)し尿処理業務

三木町・綾川町から排出されたし尿及び
浄化槽汚泥の処理を行った。

処理実績　　65,496kl
（内訳）
　　　し尿　　浄化槽汚泥 　計
三木町
　　 2,535kl　 5,976kl　8,511kl
綾川町
　　 1,661kl 　3,649kl　5,310kl
高松市
　　12,822kl  38,853kl　51,675kl
　計
　　17,018kl　48,478kl  65,496kl

三木町・綾川町し
尿処理量／三木
町・綾川町し尿搬
出量

100% 100% 100%

三木町及び綾川町の
し尿及び浄化槽汚泥
を適正に処理した割
合とした。

100%

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　20
・効率的取組  25

Ａ Ａ

【三木町】Ａ：事業に係る体制も確保されており、十分な成果がある
と考えられる。
【綾川町】Ａ：綾川町から排出されるし尿処理業務の処理を円滑に
行えている。

継続

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るため、今後とも引き
続き取り組みを行って
いく。

引き続き、三木町・綾川町から排出された
し尿及び浄化槽汚泥の処理を行う。

処理計画　　62,900kl
（内訳）
　　　　　し尿　　浄化槽汚泥  　　計
三木町 　2,500kl 　 4,900kl　 　7,400kl
綾川町 　1,940kl 　 2,960kl　 　4,900kl
高松市  14,100kl   36,000kl　  50,100kl
　計　  18,540kl　 43,860kl　  62,400kl

観光交流課

e
そ
の
他

８　消
防・防
災体制
の強化

消防局総務
課

９　一
般廃棄
物処理
体制の
確保

衛生処理セ
ンター

Ａ

Ａ

他市照会の結果、中心市街地活性化基
本計画に基づく取組において、連携して事
業実施することは難しいとの回答を多く得
たため、今後、連携中枢都市圏において
は継続しないことが適当と思われる。

Ｃ

d
産
業
振
興

６　観
光の振

興

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

Ｈ２７度活動目標値
設定の理由

連携事
業として
の方向

性

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

平成２７年度　取組実績
＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属方向性の理由

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
指標

活動目標値

実績値
（Ｈ２７度）

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

(3)し尿貯留槽管理
業務

国分寺町し尿貯留槽の管理を、綾川町に
委託した。 国分寺町し尿処

理量／国分寺町
し尿搬出量

100% 100% 100%
国分寺町のし尿及び
浄化槽汚泥を適正に
処理した割合とした。

100%

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　20
・効率的取組  25

Ａ

【綾川町】Ａ：し尿の中間貯留業務を円滑に行えている。

継続

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るため、今後とも引き
続き取り組みを行って
いく。

引き続き、国分寺町し尿貯留槽の管理
を、綾川町に委託する。

(4)一般廃棄物の埋
立処分業務

国分寺地区から生じる一般廃棄物（し尿
及び浄化槽汚泥を除く。以下同じ。）を中
間処理した後に生じる残さの埋立処分に
ついて、綾川町に委託した。
搬入量　高松市分　　1,314トン
※参考（綾川町分　　 927トン）

国分寺地区から
生じる一般廃棄
物の委託トン数

1,400 800 800
高松市一般廃棄物処
理基本計画等に基づ
き設定

1,314

・達成度　　　25
・向上余地度　25
・活動量  　　13
・効率的取組　18

Ａ

【綾川町】Ａ：主灰の埋立処分の業務を円滑に行えている。また、
最終処分場の延命化について協議でき正式に香川県に「一般廃
棄物処理施設変更届出書」が受理された。

継続

連携町とも一定の成
果が達成されている
ため、今後とも引き続
き取組を行っていく。

今後も、国分寺地区から生じる一般廃棄
物を中間処理した後に生じる残渣の埋立
処分について、綾川町に委託する。
平成28年度搬入量見込
　　　高松市分　1,400トン
※参考（綾川町分　930トン）

西部クリー
ンセンター

１０　不
法投棄
の防止

不法投棄対策事業
の推進

 【三木町】11月29日に三木町において、
きれいな自然環境を守ろう！高松・三木
出会いふれあいクリーン作戦を実施した。
三木町　173人、高松市 129人計 　302人
（ごみ回収量303kg）

 【綾川町】平成28年1月31日に高松空港
周辺において、高松エアポートクリーン作
戦を実施した。綾川町約60人、高松市
1,290人 計約1,350人（ごみ回収量
1,600kg）

 【さぬき市、東かがわ市、土庄町、小豆島
町、直島町】　本市で7月19日実施の、あ
じ水ぎわクリーン作戦を核として、海岸線
等の不法投棄撲滅ふれあいクリーン作戦
を実施した。参加人数及びごみ収集量内
訳　さぬき市 245人 2,930kg　東かがわ市
3,214人 41,960kg　土庄町 92人 1,500kg
小豆島町 353人 10,600kg　直島町 500人
4,200kg　高松市 900人 3,800kg

不法投棄撲滅ふ
れあいクリーン作
戦参加者数

6,600 6,600 6,600

これまで実施してきた
不法投棄撲滅ふれあ
いクリーン作戦の参
加者数の推移から設
定。

7,122

・達成度　　　20
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

【さぬき市】C:定住自立圏で連携を図りながら、回収する対象品目
を増やすなど、余地はある。
【東かがわ市】Ｂ：海岸清掃などの清掃活動を実施した。
【土庄町】Ｂ：継続して清掃活動できている点は評価できる。また、
不法投棄後の清掃を行ったり、不法投棄があればすぐに自治会
から通報をもらうなどの連絡体制ができつつある。しかしながら、
依然として不法投棄はあるため、今後も継続して事業を行う必要
がある。
【小豆島町】Ａ：不法投棄対策について連携して取組みが行えてい
るため。
【三木町】Ｂ：「高松・三木出会いふれあいクリーン作戦」について
は、一定の参加者もあり定着しているが、開催場所の検討など不
法投棄防止についての努力が必要と考えられる。
【直島町】Ｂ：同時期開催による海岸線等の不法投棄撲滅クリーン
作戦を予定通り実施することができたが、今後はその後の維持体
制も強化していく必要がある。
【綾川町】Ｂ：ゴミそのものの回収量はかなり減ってきたが、町内か
らの参加人数を増やす努力が必要

継続

圏内全域で環境美化
活動を行うことによ
り、清潔で美しい圏域
を実現するとともに、
環境意識の高揚を
図っているところであ
り、また、各種団体、
国、県、地元自治会
等との協力体制も確
立されていることか
ら、継続して実施する
必要がある。

・三木町においては、高松・三木不法投棄
撲滅ふれあいクリーン作戦を高松市内に
て実施するよう検討している。また、綾川
町においては、高松エアポートクリーン作
戦を継続実施し、市民・町民の環境美化
意識向上を図っていく。・アースデーＩＮあ
じ　水ぎわクリーン作戦に合わせて、さぬ
き市、東かがわ市、土庄町、小豆島町、直
島町が、同時期に瀬戸内海地域一体の
海岸清掃活動を実施する。 環境指導課

適正処理対
策室

e
そ
の
他

９　一
般廃棄
物処理
体制の
確保

衛生処理セ
ンター

Ａ

Ａ

Ｂ
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「瀬戸・高松広域定住自立圏」取組進捗状況調査票（平成２７年度）

【結びつきやネットワークの強化】

（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

１１　公
共交通
機関利
用促進

公共交通機関の利
用促進

【高松市】公共交通利用促進条例の理念に基
づく施策である、「電車・バスの乗り継ぎ割引
拡大制度」や「高齢者公共交通利用支援制
度」を継続するとともに、まちなかループバス
の運行開始やバス案内表示板の設置などを
行った。
　レンタサイクルの利用促進とイメージアップ
のため、650台の車両に、26年度に公募により
決定した新デザインの塗装を行った。
【さぬき市】公共交通機関の利用促進を図る
ため、さぬき市広報紙及びホームページを用
いた、パーク・アンド・ライド駐車場の利用に関
する、周知・募集活動を実施した。
【東かがわ市】平成２５年度のパークアンドラ
イド調査結果を基に、三本松駅前にパークア
ンドライド用の駐車場を設置したことで、利用
者の利便性向上につながった。
【三木町】・ことでん学園通り駅に整備している
パークアンドライド駐車場の運営　・年間契約
数：延べ513台（月平均42.8台）　・広報誌等で
の利用促進
【綾川町】琴電綾川駅利用者を対象に、パー
クアンドライド駐車場３０台をＨ25.12～整備し
ている。平成２７年度の利用実績は、２８台分
が利用されている。未利用の２台分は軽自動
車専用。

公共交通利用者
数

69,100 70,500 71,700

高松市総合都市交通
計画等に定める公共
交通利用促進施策の
展開により、利用者
の増加を見込む。

69,824

・達成度      20
・向上余地度　18
・活動量  　　13
・効率的取組  18

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

【さぬき市】Ｂ：公共交通機関の利用促進を図るため、さぬき市広
報紙及びホームページを用いた、パーク・アンド・ライド駐車場の利
用に関する周知・募集活動を実施したが、利用率の向上につなが
らなかったため。
【東かがわ市】Ａ：Ｐ＆Ｒの有効性の調査結果を参考に、Ｐ＆Ｒ用
駐車場を整備し市民の利用が広がった。
【三木町】Ｂ：一定の利用者数があるものの、今後も利用者数の増
加に向けた取組を行っていく必要がある。
【綾川町】Ｂ：個々の成果としては、十分なものとなっているが、連
携が図れるような施策の実施も必要ではないかと考える。

継続

一定の成果が現れて
いる中で、内容を再検
討し継続の予定。（交
通系ＩＣカードＩｒｕＣａを
活用した施策展開を
目指す。）

一定の成果が現れている中で、内容を再
検討し継続の予定としており、交通系ＩＣ
カード「ＩｒｕＣａ」を活用した施策展開につい
て、関係市町と協議を進めることとしてい
る。

交通政策課

１２　海
上交通
の確
保・充
実

海上交通の確保・充実

【高松市】
「高松市離島航路確保維持改善協議会」にお
いて、「男木～高松航路改善計画」に基づく
「離島航路３ヵ年計画（平成２８年度～３０年
度）を策定するなど、引き続き「男木～高松航
路」の確保・維持・改善に向けた協議・検討を
行い、１０月から高齢者割引の適用や島発往
復割引の拡大施策を実施した。
【小豆島町】
　坂手港周辺で地域住民主導の海上交通利
用者へのお接待や神戸みなとまつりでのキャ
ンペーン等の実施を行った。
【土庄町】
①航路及び路線バスの利便性向上を図るた
め、バス及び航路でＩＣカードが利用できる旨
の周知広報を行った。②豊島において町直営
による自家用有償運送として、有料コミュニ
ティバスを1日7便、船との接続を考慮したバ
スダイヤで運行を行い、利便性及び利用率の
向上を図った。③海上交通者の利便性向上
及び必要な交通手段の確保・充実のため、バ
ス会社への支援等を行った。
【直島町】
・港湾施設パトロール事業　4,556,736円
・港湾各所補修（補修）　2,383,560円
・イルミネーション支援事業　2,484,000円（平
成27年度事業費：予算額9,457千円→実績
9,425千円）

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｂ Ａ Ｃ

【土庄町】Ｂ：ハード面での整備が完了し、また、芸術祭の開催に
あたり、必要な交通手段の確保・充実に努め、一定の成果があ
がっているが、海上交通の確保について、継続的で陸上交通と遜
色がないようもっと充実していくことが課題である。
【小豆島町】Ａ：海上交通に対する周知宣伝活動を行い、成果が得
られているため。
【直島町】Ｃ：港湾施設のパトロールにより違法駐車の減少による
成果は上がっているが、直島・小豆島航路の連携ができていない
ので、今後、検討が必要。

廃止

今後も関係市町それぞれにおいて、海上
交通の確保・充実に取り組むこととしてい
るが、一定の目的を達成したため、瀬戸・
高松広域連携中枢都市圏ビジョンには継
続せず、、同ビジョンでは二次交通である
コミバス等へのＩｒｕＣａ導入に取り組むこと
としている。

交通政策課

b
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備

１３　ブ
ロード
バンド
利用環
境の向
上等

ブロードバンド利用
環境の向上等

・本市の島しょ部における民間の整備計
画等について情報収集を行うとともに、地
域の実情に即したブロードバンドの利用
環境の向上のための技術、手法等を調
査、検討した。
・香川県超高速ブロードバンド整備推進
協議会において、県内の状況を確認し
た。

超高速ブロードバ
ンド整備率

90.00% 99.00%
100.00%

香川県超高速ブロー
ドバンド整備推進協
議会内において協議
されることなどについ
て、圏域において取り
組む事項等があれば
検討を進める。

99.80%

・達成度　　　25
・向上余地度　18
・活動量  　　25
・効率的取組  25

Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ａ

【さぬき市】Ａ：連携市町ともに超高速ブロードバンド整備に目途が
ついたことから、十分達成できたと考えられるため。
【東かがわ市】Ａ：ブロードバンド基盤の整備は既に終了している。
【土庄町】Ａ：一部の島嶼部を除く地域においては整備が完了して
いる。
【小豆島町】Ａ：ブロードバンド基盤の整備が行われているため。
【三木町】Ｂ：ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ利用環境の普及について、今後も更なる
普及に向けた取組について検討
【直島町】Ｃ：平成２５年度に直島町内（向島、屏風島を除く。）にお
ける全域で超高速ブロードバンドサービスを利用出来るようになっ
ている。今後、向島・屏風島の検討が必要である。
【綾川町】Ａ：平成22年度から23年度にかけて、民設民営方式によ
る光ファイバ網整備事業を実施し、町内全域で超高速ブロードバ
ンドによるサービスが受けられるようになっている。

廃止

四国総合通信局や県
が公表する超高速ブ
ロードバンド整備状況
では、ＬＴＥの出現等
により、香川県内は全
て整備済エリアとなっ
ており、この事業の目
的は達成されている。

光ファイバーの整備では、一部島しょ部が
未整備として残るものの、ＬＴＥ等の超高
速無線通信エリアの状況を考慮すると、
県内全域で整備済となるため、当該事業
については平成27年度を持って終了とす
る。

情報政策課

(1)中心市街地にお
ける直売所の整備
及び活用

本市が改装費補助を行い、平成２２年５
月にオープンした「さぬき産業工芸館サ
ン・クラッケ」では、地場産品の販売展示
や情報発信などの事業を行い、連携する
周辺市町を始め、県内の地場産品の認
知度向上に努めた。

商店街の空き店
舗を活用した直売
所の件数

1 1 1

当該事業は、国の緊
急雇用創出事業を活
用した時限事業であ
ることから、施設の維
持を目標値とする。

1

・達成度　　  13
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：現在、直売所の整備に対する取り組みができていな
いため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｄ：現在この事業に取り組めておらず、圏域の地産地消
を促進しているとはいいがたいため。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【三木町】Ｃ：マルシェ（産直市場）などの事業を町内開催だけにと
どまらず、中心市街地や近隣市町での開催を検討することで、特
産品のPRや地産池沼促進につなげることが必要である。
【直島町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。
【綾川町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。

廃止

当該事業は、国の緊
急雇用創出事業を活
用した時限事業であ
ることから、施設の維
持を目標とする

引き続き、「さぬき産業工芸館サン・クラッ
ケ」を有効活用し、本市のほか、連携する
周辺市町の地場産品等の販売促進や中
心市街地に集う消費者による消費拡大に
努める。

産業振興課

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
平成２７年度　取組実績 指標

a
地
域
公
共
交
通

Ｃ

Ｃ

活動目標値

Ｈ２７度活動目標値設
定の理由

実績値
（Ｈ２７度）

連携事
業として
の方向

性

方向性の理由

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属

Ａ

c
地
産
地
消

１４　中
心市街
地にお
ける直
売所の
整備及
び活用

Ｃ

5



（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
平成２７年度　取組実績 指標

活動目標値

Ｈ２７度活動目標値設
定の理由

実績値
（Ｈ２７度）

連携事
業として
の方向

性

方向性の理由

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属

(2)特産品の周知宣
伝等

地産地消、農産物の認知度の向上等を
目的に開催した「たかまつ食と農のフェス
タ２０１６」において、連携市町に出展案内
を行い、特産品の知名度向上を図った。
（出展実績７：綾川町１、さぬき市３、三木
町１、土庄町１、小豆島町１） たかまつ食と農の

フェスタ２におけ
る連携市町の出
展者数

7 7 7

全ての連携市町が出
展に参加することによ
り、宣伝効果を上げる
ため。

7

・達成度　　  25
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：現在イベントを通じた特産品の周知に対する取り組
みができておらず、さぬき市独自の特産品の掘り起しが必要であ
るため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｃ：町内外のイベントにおいて特産品の周知宣伝活動を
行っているが、さらなるＰＲ活動を行っていく必要がある。
【小豆島町】Ａ：周知宣伝活動について、十分に行われているた
め。
【三木町】Ｃ：今後は町内外イベントなどの機会を活用し、特産品の
周知活動を積極的に行う必要がある。
【直島町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。
【綾川町】Ｄ：具体的な取り組みに至っていない。

継続
引き続き、連携市町に
出展を働きかけ、より
多くの出展を目指す。

引き続き、【たかまつ食と農のフェスタ】な
どのイベントでの連携市町へのに出展を
依頼し、圏域の特産品の周知宣伝等を推
進する。

産業振興課
農林水産課

d
地
域
内
外
の
住
民
と
の
交
流
・
移
住
促
進

１５　自
然体験
等を通
じた住
民の交
流の促
進

自然体験等を通じ
た住民の交流の促
進

２７年度においては、自然体験等を盛り込
んだイベントの周知啓発は行えなかった。

周知啓発イベント
数

7 7 7

ビジョンに掲載されて
いるイベント等の例に
より、２市５町合わせ
て７件としている。

0

・達成度　 　　5
・向上余地度　10
・活動量   　  0
・効率的取組   0

Ｂ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｂ Ｄ

【さぬき市】Ｂ：市からの参加者も多く一定の成果はあがっているた
め。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｃ：中心・周辺市に対して周知や啓発を行ってはおらず、
圏域外の児童・生徒等の参加を促進していないため。
【小豆島町】Ｃ：児童・生徒等の参加が無かったため。
【三木町】Ｄ：町として連携した取組は実施していないが、個々の経
営体において自然体験等のイベントにより住民との交流を図って
いる。
【直島町】Ｂ：自然探検は目標どおり達成でき、一定の成果があっ
た。定員制ということもあり、参加者の大半を町内児童がしめたた
め、中心市での周知・啓発による圏域内の児童の参加については
わずかとなった。
【綾川町】Ｄ：成果が十分あがっておらず、更なる改善が必要であ
る。

改善
継続

28年度以降、連携中
枢都市圏として事業を
継続するに当たり、連
携市町との連携を強
化する必要があるた
め。

自然体験等を盛り込んだイベントの周知
啓発を行う。

政策課

１６　文
化的資
産の活
用

文化的資産の活用

・文学館交流ＰＲ誌を継続的に３館に設
置し来館者に配布するとともに、コミュニ
ティセンター、観光案内所や圏域内の教
育・文化施設、全国の文学館等に随時配
布し、３館の知名度向上を図り、圏域の連
携・交流が深まるよう相互ＰＲに努めた。
・小豆島尾崎放哉記念館や壺井栄文学
館を始めとする土庄町、小豆島町と高松
市の文化的資産との連携を図り、継続的
に文化的交流が深まるよう努めた。

交流ＰＲパンフ
レット配布数

4,500 4,000 3,500

一定の成果があがっ
ているが、更なる取
組みによる成果向上
の余地があるため、
4,500という活動目標
とした。

3,674

・達成度　　　　20
・向上余地度　　18
・活動量  　　  20
・効率的取組    18

Ｂ Ｂ Ｃ Ａ

【さぬき市】Ｂ：成果があがっているが、更なる取組による成果向上
の余地があるため。
【東かがわ市】Ｂ：東かがわ市１０選ガイドブック、歴史探訪などＰＲ
資料が非常に
【土庄町】Ｃ：単独事業での実施・情報発信に努めているが、構成
市町との連携を活かせるようにする必要があるため。
【小豆島町】Ａ：文化的資産の調査を行い、研究・把握に努めたた
め。

継続

連携町とも一定の成
果が達成されている
ため、今後とも引き続
き取組を行っていく。

・文学館交流ＰＲ誌を継続的に３館に設置
し来館者に配布するとともに、コミュニティ
センター、観光案内所や圏域内の教育・
文化施設、全国の文学館等に随時配布
し、３館の知名度向上を図り、圏域の連
携・交流が深まるよう相互ＰＲに努める。
・小豆島尾崎放哉記念館や壺井栄文学館
を始めとする土庄町、小豆島町と高松市
の文化的資産との連携を図り、継続的に
文化的交流が深まるよう努める。

観光交流課
文化財課

■文化芸術鑑賞機会等の提供
【文化芸術振興課】
サンポートホール高松の指定管理者であ
る公益財団法人高松市文化芸術財団及
び高松市教育委員会と連携して、サン
ポートホール高松において、劇団四季こ
ころの劇場『人間になりたがった猫』の小
学生招待公演を実施した。
・実施日：平成２８年２月８～１０日
　　　　　各２回公演（８日のみ１回公演）
・場所：サンポートホール高松　大ホール
・内容：劇団四季ミュージカル『人間になり
たがった猫』公演
・参加者：市内及び連携１市５町
（高松市・さぬき市・土庄町・小豆島町・三
木町・直島町・綾川町）の小学６年生及び
引率教員等
　５,１４３人

【学校教育課】
劇団四季こころの劇場『人間になりたがっ
た猫』高松公演の参加校引率教員を対象
に、１２月２１日にサンポートホール高松
において打合せ会を行った。

参加者数 5,200 5,200 5,200

毎年、劇団四季が社
会貢献事業として
行っている「こころの
劇場」を共催してお
り、本市及び連携市
町の小学生に対する
無料公演を継続して
行っている。

5,143

・達成度　　　25
・向上余地度  18
・活動量  　　13
・効率的取組  25

拡充

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るため、今後も引き続
き取組を行っていくと
ともに、平成２９年度
より東かがわ市が新
たに参加を希望して
おり、事業の拡充を
図っていく。

【文化芸術振興課】
前年度に引き続き、公益財団法人高松市
文化芸術財団及び高松市教育委員会と
連携して、劇団四季の公演を実施する予
定。

公演予定日：平成２９年２月（３日間）
参加対象者：高松市、さぬき市、土庄町、
小豆島町、三木町、直島町、綾川町の小
学６年生及び引率教員等）

【学校教育課】
劇団四季こころの劇場『王子とこじき』高
松公演の参加校引率教員を対象に、１２
月１９日にサンポートホール高松において
打合せ会を行う予定。

文化芸術振
興課
学校教育課

【美術館美術課】
美術館学習　0校(3月末まで改修工事の
ため休館中であったため)

参加者数 39 25 0

改修工事のため高松
市美術館は平成28年
3月末まで休館中であ
り、特別展開催期間
が短かいため、市外
からの参加は難しい
と考える。

0

平成27年度は改修
工事のため休館し
ており、美術館での
鑑賞の機会が創出
できず、当該年度に
ついては評価でき
ない。

拡充

取組を行っていない
連携市町とも引き続き
協議を続け、美術館
学習等教育普及事業
について、広報の拡
充を図っていく。

【美術館美術課】
圏域内の小中学校に美術館学習の周知
を行い、参加を希望する学校に対して、美
術館での鑑賞学習及び施設見学等を実
施する。

美術館美術
課

■文化芸術事業の出前公演
【文化芸術振興課】
開催回数：全16回（内さぬき市１回）
鑑賞者数：1,540人
落語、アンサンブル演奏、和太鼓、金管
五重奏等６メニューで実施。
定住自立圏構想として、圏域市町に呼び
かけ、さぬき市でも実施した。

鑑賞者数 ー ー ー

平成２７年度は、「文
化芸術鑑賞機会等の
提供」の取組内に含
まれていたため、活
動目標値を設定して
いなかった。

1,540

・達成度　　　18
・向上余地度　18
・活動量  　　13
・効率的取組  18

拡充

今後も引き続き取組
を行っていくとともに、
平成２９年度より東か
がわ市、綾川町、土
庄町が新たに参加を
希望しており、事業の
拡充を図っていく。

平成28年8月から平成29年3月までの開
催期間で募集を行う。
落語、アンサンブル演奏、和太鼓、影絵
劇、金管五重奏、トルンコンサートの６メ
ニューで実施予定である。
さぬき市でも開催予定。

文化芸術振
興課

e
文
化
芸
術

Ｂ

１７　文
化芸術
鑑賞機
会等の
提供

文化芸術鑑賞機会
等の提供
※「文化芸術事業
の出前公演」及び
「美術館学習」を含
む

c
地
産
地
消

１４　中
心市街
地にお
ける直
売所の
整備及
び活用

Ａ

Ｅ

Ｂ

【さぬき市】Ｂ：「こころの劇場」の観覧については、公演回数が限ら
れていることから、抽選により３階席に割り振られることがあり、座
席の位置によっては、観えにくい場所がある。出前講座では、施設
の利用者には、普段触れる機会のない芸術を鑑賞することができ
楽しんでもらえた。地域の人にもっときてもらえるようにＰＲが必要
だった。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ａ：圏内市町の小学校との連携体制ができており、毎年
継続的に効果的な運営がなされている。
【小豆島町】Ａ：文化芸術事業に児童・生徒の鑑賞機会を講じたた
め。
【三木町】Ａ：鑑賞機会が少ない児童にとって本公演は、貴重な体
験となり、情操教育の一助となっている。
【直島町】Ｂ：圏内市町の小学校との連携が密にできているだけで
なく、実施体制が確立されており、毎年スムーズな運営ができてい
る。
出前公演については、日程面と集客面において利用が難しい。
【綾川町】Ｂ：高松市で劇団四季の鑑賞会実施し、綾川と児童が参
加した。

Ｂ Ｄ Ａ Ａ Ａ ＢＡ
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（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
平成２７年度　取組実績 指標

活動目標値

Ｈ２７度活動目標値設
定の理由

実績値
（Ｈ２７度）

連携事
業として
の方向

性

方向性の理由

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属

１８　瀬
戸内国
際芸術
祭関連
事業の
実施

瀬戸内国際芸術祭
関連事業の実施

瀬戸内国際芸術祭2016の開催に向けて
実行委員会、連携市町とともに芸術祭が
効果的に実施できるよう準備し、平成２８
年３月２０日から春会期が開催された。

来場者数 1,330,000 ー ー

平成２７年度は、当
初、当初活動目標値
を設定していなかっ
た。

254,284
（春会期
3/20～
4/17）

・達成度　　　25
・向上余地度　18
・活動量  　　25
・効率的取組  18

Ｂ Ａ Ｅ

【土庄町】Ｂ：他県から観光客はもとより、連携市町の住民の来場
も見られ、瀬戸内国際芸術祭2016に向けたＰＲに繋がったと考え
る。
【小豆島町】Ａ：各種芸術作品の展示及びイベント開催を行った。
【直島町】Ｅ：男木島の活性化についての連携は必要か（男木島の
みの活性化では意味がない）。
圏域内の各町と相互連携し、関連事業を実施するとあるが、何年
たってもできていないし、実施に向けての動きもない。

継続

芸術祭が効果的に実
施できるよう、今後も
引き続き実行委員
会、他市町とともに連
携していく。

瀬戸内国際芸術祭夏会期、秋会期が開
催される。
また、芸術祭の会期と会期の間の作品公
開について各市町と連携して、統一された
公開を行う。

文化芸術振
興課

１９　図
書館
サービ
スの提
供

移動図書館の開設

移動図書館車で直島町内２か所のステー
ションを毎月１回巡回し、図書館サービス
を提供した。
【貸出状況等】(２ステーション合計)
・新規登録者数　　　24人
・貸出人数　665人（平均55人/月）
・貸出実績6,579冊（平均548冊/月）

貸出利用者数 610 620 620
実績数値より目標値
を設定

665人
(平均55人

/月)

・達成度　　　　　25
・向上余地度
18
・活動量  　　　　25
・効率的取組      25

Ａ

【直島町】Ａ：本事業を実施することで町内で気軽に図書を借りるこ
とができている。リクエスト対応の貸出も好評である。利用者が固
定化されてきている面もあり今後も広報などを行っていきたい。

継続

成果は達成しており、
広報活動の充実等に
取り組み、引き続き、
サービスを提供してい
く。

移動図書館車で月１回、直島町内のス
テーションを巡回し、図書館サービスを提
供する。
・広報活動…直島町広報誌にて、移動図
書館の巡回日程等を町民に周知。 中央図書館

２０　圏
域情報
の発信
及び共
有化

圏域情報の発信及
び共有化

ホームページによる圏域市町のイベント
情報の発信について、直島町を除く、２市
４町とホームページ（イベント情報ページ）
のリンクを行った。

イベント情報ペー
ジリンク数

0 6 7 圏域市町数による。 7

・達成度　　　20
・向上余地度　18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｄ Ｃ Ｃ Ａ Ｃ Ｄ Ｃ

【さぬき市】D：取組実績がないため。
【東かがわ市】Ｃ：新制度に向け、より一層の広報活動が必要であ
る。
【土庄町】Ｃ：さらなる情報発信等の広報活動をしていく必要があ
る。
【小豆島町】Ａ：各種情報発信を行えたため。
【三木町】Ｃ：今後においても、広報誌やホームページ、イベント等
を活用し、より積極的な情報発信をしていく必要があり、その発信
のあり方を高松市・連携市町で検討していかなければならない。
【直島町】Ｄ：圏域内での情報連携が出来ていない。
【綾川町】Ｃ：一定の成果があがっているが、課題もあり、更なる改
善が必要である。

廃止

本市と圏域市町の
ホームページ（イベン
ト情報ページ）のリン
クを行うことで、ホー
ムページによる圏域
市町のイベント情報
を、発信していく。

引き続き、圏域市町における情報の発信
及び共有化を図る。

広聴広報課

２１　高
松市屋
島陸上
競技場
の活用

高松市屋島陸上競
技場の活用

建築工事

整備進捗率 50 70 85
Ｈ２８の完成を目指し
ているため

60

・達成度　　　13
・向上余地度　18
・活動量  　　13
・効率的取組  10

- - - - - - -

【さぬき市】－:高松屋島陸上競技場の再整備が完了していないた
め。
【東かがわ市】－：実績なし。
【土庄町】－：屋島陸上競技場が再整備されておらず、評価しがた
い。
【小豆島町】－：活用が難しいため。
【三木町】－：活用推進の取組が出来ていない状態にあり、改善が
必要である。
【直島町】－：建設中であり、活用出来ていない。活用方法につい
ては、今後、協議が必要。
【綾川町】－：連携してする事業がなかった。

継続

再整備にあたっての
前提条件や状況が著
しく変化してきたこと
から、事業費の縮減も
図りながら整備内容
を精査し、適切に対応
していく。

・建築工事
・スポーツ振興の拠点施設としての利用
の促進を図るため、競技場を積極的にＰＲ
するとともに、競技団体・スポーツ関係団
体などと連携し、圏域を対象とする競技
会、スポーツ教室及び各種イベント開催等
の打合せを行う。

スポーツ振
興課

(1)環境学習の推進

環境学習の参加応募条件を「瀬戸・高松
定住自立圏内に在住、又は通勤・通学す
る方」として参加者を募った。

環境学習プログラ
ムの開催情報の
周知件数

20 20 22

環境問題を広域的に
とらえることにより、圏
域住民の環境意識の
向上に寄与するととも
に、環境を仲立ちとし
た圏域の結びつきの
強化や環境活動団体
との交流へと活動が
波及し、圏域全体の
活性化を目指すもの
です。

22

・達成度　　　13
・向上余地度  18
・活動量  　　20
・効率的取組  18

Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ Ｅ Ｂ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：取組実績がないため、まずは連携市町との情報交
換の場を設ける必要があるため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｃ：周知等を行っているが、圏域住民の交流推進までに
は至っていないため。
【小豆島町】Ｄ：実績なしのため。
【三木町】Ｅ：連携した取組ができておらず、今後の連携した取組
実施に向けた検討が必要である。
【直島町】Ｂ：成果実例あり。事業計画として改善余地あり。
【綾川町】Ｄ：広域の共通の課題が明確になっておらず、具体的な
取り組みに至っていない。

継続
関係市町との連携を
深め、今後とも引き続
き取組を行っていく。

環境保全推進課のホームページや新聞
等で環境学習や環境活動団体に係る情
報提供を行い圏域市町における環境学習
の推進につなげる。

環境保全推
進課

(2)環境負荷の少な
い自動車の普及促
進

公用車に電気自動車２台を率先導入し、
走行実績に伴う温室効果ガス削減量等
の情報をホームページで発信した。

情報発信件数
（ホームページ更
新回数、環境展
等）

14 14 14
ホームページ更新回
数　12
環境展等　２

14

・達成度　　  13
・向上余地度  18
・活動量  　　13
・効率的取組  18

Ｄ Ｄ Ｃ Ａ Ｅ Ｃ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：取組実績がないため、まずは連携市町との情報交
換の場を設ける必要があるため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｃ：環境負荷の少ない自動車が少しずつ増えてきている
が、もっと住民意識を高め、環境負荷軽減につなげていく必要が
ある。
【小豆島町】Ａ：環境負荷の少ない自動車の普及促進に向けての
周知・啓発に効果があったため。
【三木町】Ｅ：次世代自動車に関する調査・研究が必要である。
【直島町】Ｃ：環境負荷の少ない自動車の周知に一定の効果が
あったため。
【綾川町】Ｄ：平成23年度に電気自動車を購入したが、普及促進に
十分活用できていない。

継続

地球温暖化防止は重
要な課題であり、特に
市域でも温室効果ガ
ス排出割合が高い運
輸部門でのＣＯ２排出
量の抑制は広域的に
取り組む必要がある。

電気自動車を公用車として新たに１台購
入し、車体ラッピングをして市内を走らせ
るとともに、走行実績をＨＰで発信する。ま
た、市が設置した市内３カ所にある道の駅
の急速充電器の情報を発信するなど、電
気自動車の普及を図る。 環境総務課

地球温暖化
対策室

(3)使用済小型電子
機器等リサイクル事
業

平成28年３月に、コミュニティセンター２か
所で回収箇所を増設し、市内22か所で、
21品目の使用済小型家電のボックス回収
を実施した。
また、平成27年度からは、西部クリーンセ
ンター及び南部クリーンセンターでピック
アップ回収を本格開始したほか、広域の
クリーン作戦等において、イベント回収を
実施し、啓発活動を行った。

収集量(㎏) 1,260 1,258
前年度と同程度の回
収を見込んだため

4,094.2

・達成度　　  20
・向上余地度　18
・活動量  　　25
・効率的取組  25

Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｄ

【さぬき市】Ｃ：定住自立圏で連携を図りながら、回収する対象品目
を増やすなど、余地はあるため。
【東かがわ市】Ｂ：使用済小型電子機器等の回収を始めたが、回
収量が伸びていない。
【土庄町】Ｃ：少しずつ回収量が増えているが、さらなる回収量の増
加が必要である。
【小豆島町】Ａ：小型電子機器等のリサイクルに対して効果があっ
たため。
【三木町】Ｂ：回収量は増えつつあり、認知率は向上していると考え
られる。しかし、対象品目以外の品目も多数回収されていることか
ら、事業の再周知が必要である。
【直島町】Ａ：回収体制も確立されており、十分な取組が行えてい
る。
【綾川町】Ｄ：連携がなされないままになっている。

継続

連携市町とも一定の
成果が達成されてい
るため、今後とも引き
続き取組を行ってい
く。

・引き続き、市内２２か所でのボックス回
収、ピックアップ回収、イベント時の回収を
行う。
・さらに、小型家電利用者の多い若年層
への周知・啓発活動を行うほか、回収品
目の見直しなど、より効果的な回収方策
について検討する。
・「小型家電等リサイクル推進事業担当課
長会議」を開催し、事業結果の検証等今
後の事業展開を検討する。

環境業務課

e
文
化
芸
術

Ａ

Ｃ

Ａ

f
そ
の
他

Ａ

Ｂ

-

２２　環
境への
配慮

Ｃ
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（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
平成２７年度　取組実績 指標

活動目標値

Ｈ２７度活動目標値設
定の理由

実績値
（Ｈ２７度）

連携事
業として
の方向

性

方向性の理由

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

２７評価（中心市）

２７評価（連携市町）

＜参考＞

連携市町評価の理由
関係所属

２３　地
域密着
型トッ
プス
ポーツ
チーム
の試合
観戦機
会等の
提供

地域密着型トップ
スーツチームの試
合観戦機会等の提
供

実施回数・観客数・高松ﾌｧｲﾌﾞｱﾛｰｽﾞ：２回
（48人）・香川ｵﾘｰﾌﾞｶﾞｲﾅｰｽﾞﾞ：１回（12
人）・カマタマーレ讃岐：１回（18人）　合
計：４回（78人）

児童・生徒等観戦
機会の提供によ
る観客数

1,500 2,000 1,000

これまでの当該指標
に係る実績（23年度
は2,400人余り、24年
度は1,300人弱、25年
度は1,069人、26年度
は1,201人）に基づき、
実現可能と考えられ
る目標値を設定した。

78

・達成度　　   5
・向上余地度　18
・活動量  　　 5
・効率的取組  10

Ｄ Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ｃ Ｅ

【さぬき市】Ｄ：香川県地域密着型スポーツ活用協議会交流事業に
て同様の取組をおこなっているため。
【東かがわ市】Ｂ：トップスポーツチームの試合観戦ができた。
【土庄町】Ｃ：香川県地域密着型スポーツ活用協議会事業として同
様の取り組みをおこなったため。
【小豆島町】Ａ：児童・生徒等に地域密着型トップスポーツチームと
の交流機会の提供を行えたため。
【三木町】Ｃ：スポーツ少年団等に試合観戦等の案内はしたもの
の、各団体から要望がなかったため、実施できていない。
【直島町】Ｃ：野球観戦については、野球少年団・中学校野球部か
ら35名の応募があった。
サッカー・バスケットボール・アイスホッケー観戦については、日程
が合わず募集していない。
【綾川町】Ｅ：連携してする事業がなかった。

改善
継続

取組みを維持・拡充
するに当たり、関係市
町との連携が不十分
であり、成果が向上し
ていないことから、さ
らに各市町担当者と
の連携等を密にする
中で、目標達成を図
る。

・招待する試合や実施方法を香川プロス
ポーツクラブ連絡協議会と協議した後、関
係市町と打合せを行う。

スポーツ振
興課

f
そ
の
他

Ｅ
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「瀬戸・高松広域定住自立圏」取組進捗状況調査票（平成２７年度）

【圏域マネジメント能力の強化】

（Ｈ２５度） （Ｈ２６度） （Ｈ２７度）

さ
ぬ
き
市

東
か
が
わ
市

土
庄
町

小
豆
島
町

三
木
町

直
島
町

綾
川
町

a
圏
域
内
市
町
の
職
員
等
の
交
流

２４　職
員の交
流・人
材育成
等

合同研修等の実施

業務改善能力や実践的政策形成能力を
高めるための研修を始め、行政環境の変
化に対応できる幅広い視野を養うための
教養講演会を合同で実施し、圏域内市町
職員の能力・資質の向上を図った。

【参加人数】
・業務改善能力向上研修
　　（高松市１９人、連携市町５人）
・政策形成能力向上研修
　　（高松市２２人、連携市町３人）
・OJT研修
　　（高松市２６人、連携市町５人）
・政策評価能力向上研修
　　（高松市３０人、連携市町４人）
・教養講演会
　　（高松市９３人、連携市町１１人）

各研修会への圏
域内市町参加職
員数

各市町から
１名以上

各市町から
１名以上

各市町から
２名以上

平成26年度に各市町
から１名以上の参加
があったことから、職
員の更なる能力・資
質の向上を図るた
め、参加職員数を２
名以上とした。

さぬき市：
５
東かがわ
市：４
土庄町：４
小豆島町：
５
三木町：６
直島町：３
綾川町：１

・達成度　　　20
・向上余地度  18
・活動量  　　13
・効率的取組  25

Ｃ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｃ

【さぬき市】Ｃ：各研修に２～４日程度要することから、業務の都合
等もあり、参加者の負担が大きくなるため。
【東かがわ市】Ｂ：職員の能力や意識の向上、交流のきっかけと
なった。
【土庄町】Ｂ：成果に示されている各市町職員の資質向上の強化
について、体制も確保されており、十分な取組が行えている。今後
は取組の圏域マネジメント能力の強化を図る必要がある。
【小豆島町】Ａ：研修へ参加し、能力及び資質の向上を図れたた
め。
【三木町】Ａ：他市町職員との交流を深め、職員のマネジメント能力
の向上につながっている。
【直島町】Ａ：具体的な内容にふれることができ、参考になったた
め。
【綾川町】Ｃ：集合研修以外に、班内で協議しなければならないこと
も多く、負担が大きい。また、仕方ないことではあるが、政策内容
が高松市に即したものになるため、モチベーションがあがらないと
の指摘もあった。

継続

平成26年度に各市町
から１名以上の参加
があったものの、まだ
定着しておらず、引き
続き、職員の能力・資
質の向上を図るため、
取組を継続する。

業務改善能力や実践的政策形成能力を
高めるための研修を始め，行政環境の変
化に対応できる幅広い視野を養うための
教養講演会を合同で実施し，圏域内市町
職員の能力・資質の向上を図る。

人事課

２５　大
学等と
の連携

取組事項の研究交
流

香川大学と地（知）の拠点整備事業に取
り組み、観光振興や街活性化にかかる課
題の調査研究を行った。

取組事項等に関
する研究交流の
件数

2 2 2

定住の調査研究に取
り組むことは必要であ
るが、多くの研究交流
は困難であることか
ら、過去の実績を踏
まえた数値設定とし
た。

0

・達成度　　　13
・向上余地度  18
・活動量  　　13
・効率的取組  18

Ｄ Ａ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：連携市町及び圏域内の大学等との情報交換の場が
ないため、取組に当たっての課題や方向性を協議する体制づくり
が必要であるため。
【東かがわ市】Ａ：圏域の自治体に共通する課題を研究したこと
は、今後の圏域全体の課題解決のヒントとなる。
【土庄町】Ｄ：取組事項等の研究交流に具体的に取り組めていない
状況にあるため。
【小豆島町】Ｃ：今後協力する可能性があるため。
【三木町】Ｃ：取組に関して今後も大学等との連携や交流を模索し
ていく必要がある。
【直島町】Ｄ：具体的に何も実施していない。
【綾川町】Ｄ：どのような成果があがっているのか不明

改善
継続

平成２８年度以降、連
携中枢都市圏として
事業を継続するにあ
たり、定住の調査研
究ではなく、将来の圏
域を担うリーダー育成
の事業を展開する。

県が実施する奨学金制度を活用し、将来
の圏域を担うリーダー育成や、圏域内企
業への就職に向けた、大学等との連携推
進などの取組を実施する。

政策課

２６　市
民活動
団体等
との協
働

協働企画提案募集
事業

事業実施について、引き続き連携した。
年間６事業を採択したが、連携市町から
の応募はなかった。

採択件数 10件 10件 10件 予算額のとおり 6件

・達成度
・向上余地度
・活動量
・効率的取組

Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ

【さぬき市】Ｄ：取組実績がないため、まずは連携市町との情報交
換の場を設ける必要があるため。
【東かがわ市】Ｄ：実績なし。
【土庄町】Ｄ：取り組み実績がないため。
【小豆島町】Ｃ：今後協力する可能性があるため。
【三木町】Ｃ：取組に関して今後も市民活動団体等との連携や交流
を模索していく必要がある。
【直島町】Ｄ：市民活動団体がなく、取組実績もなかった。
【綾川町】Ｄ：現状として、高松市の協働企画提案事業のチラシを
置くだけとなっており、市民活動団体の育成までに至っていない。

廃止

平成２８年度に事業
の見直しを行ったこ
と、また、これまでに
連携市町からの実績
が無いこと等を踏ま
え、計画策定は終了
する。

事業取組内容の見直しを図ったことも踏
まえ、更に十分な情報共有を図り、引き続
き連携していく。

コミュニティ
推進課市民
協働推進室

２７評価（連携市町）

＜参考＞

連携市町評価の理由

政
策
分
野

施　策
施策に係る取組

（事業）
平成２７年度　取組実績 指標 関係所属

Ｂ

b
そ
の
他

Ｃ

Ｅ

連携事
業として
の方向

性

方向性の理由

　　　　平成２８年度　取組予定

　　※施設整備の場合は完成年度
　　　までの予定を記載

活動目標値

Ｈ２７度活動目標値設
定の理由

実績値
（Ｈ２７度）

２７評価（中心市）

9
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瀬戸・高松広域連携中枢都市圏における取組事業の 
新規・拡充について（平成２９年度以降実施分） 

資料 ３ 



ビジョン懇談会委員からの取組事業に対する主な意見     2 

委員意見（平成28年度第１回懇談会） 
連携事業としての見通し等 
（第２回ビジョン懇談会） 

新規・拡充
（H29～） 

１ 圏域全体の経済成長のけん引 

 ア 産学金官民一体となった懇談会の設置・運営等、国の成長戦略のための体制整備 

 ・NPO、金融機関、大学等との多様な連携 ・連携事業として一部実施中 

 イ 産業クラスターの形成、イノベーション実現、新規創業促進、地域の中堅企業等を核とした戦略産業の育成 

 ・海外市場に目を向けたＪＥＴＲＯとの連携 
 ・起業促進、移住促進のための若者づくり人材育成 
 ・「希少糖」特区や四国の物流拠点化等による企業誘致 

・県レベルで一部実施中 

 ウ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

 ・一次産業の事業者を対象とした単品通販モデル研究会設置 ・より広域的なレベルでの連携検討 

 エ 戦略的な観光施策 

 ・英語対応可能な観光コンシェルジュの育成 
 ・公共交通機関を利用して８８ヶ所を巡るお遍路企画 
 ・民泊事業等による交流人口の延べ日数拡大 
 ・子供を対象としたイベント開催等 

・県レベルで一部実施中 
○ 

（拡充） 

２ 高次の都市機能の集積・強化 

 イ 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

 ・ゴールドイルカの利用圏域拡大 ・連携事業として実施中 



ビジョン懇談会委員からの取組事業に対する主な意見     

3 

委員意見（平成28年度第１回懇談会） 
連携事業としての見通し等 
（第２回ビジョン懇談会） 

新規・拡充
（H29～） 

３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

 ア 生活機能の強化に係る政策分野 

 ・山間部、島しょ部における定期的な巡回検診 

 <課題等> 
・連携事業としての効果 

△ 
（調整中） 

 ・高齢者を対象とした「医療・介護・療養」施設の拡充 
 ・３市５町で統一したロコモ体操等 

 ・芸術士派遣地域の拡大等 

 ・森林整備事業の強化 
 ・獣害対策事業 

・県レベルで一部実施中 
○ 

（新規） 

 イ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 ・観光客へのスムーズで割安な移動の提供等 
 ・公共交通ネットワークの現況調査と改善に向けた協議 

・県レベルで一部実施中 

 ウ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 ・ＵＩＪターンの取組等 ・取組事業として検討 
○ 

（拡充） 

 エ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 ・IKODE瓦町に連携市町の出先窓口の設置  
 ・圏域マネジメントの人財育成 

<課題等>・連携事業としての効果 
・実施中 



①獣害対策事業（新規）     【高松市提案】     4 

連携協約項目 
圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

生活機能の強化に係る政策分野 
地域振興 

連携する市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

○ 

事業概要 

○獣害対策事業 
 三木町と連携して東植田町と三木町朝倉地区に生息域を拡大しているニホンザ
ルの出没場所・被害場所を集約し、捕獲場所の選定を行い、効果的な捕獲檻の設
置を実施する。 

連携して得られる成果 
 ニホンザルの加害個体群を効率的に捕獲することにより、個体数の減少や農作
物被害の減少が図られる。 

連携市町との協議内容 

（三木町と協議） 
 
 東植田町と三木町朝倉地区に生息域を拡大しているニホンザルの農作物被害防
除を図るため、有害捕獲事業を実施するとともに、追い払い等により集落ぐるみ
でサルが近づきにくい環境づくりを実施していく。 

役割分担 
及び 

費用負担の 
考え方 

高 松 市 
・出没場所・被害場所を集約し効果的な捕獲を行う。 
・地域住民と連携し、捕獲補助や、追い払いなどの集落活動を支援する。 

連携市町 
・出没場所・被害場所の情報共有を行い、加害個体群の活動状況を把握する。 
・地域住民と連携し、捕獲補助や追い払いなどの集落活動を支援する。 



②文化芸術鑑賞等の機会の提供（拡充） 【高松市提案】   

5 

連携協約項目 
圏域全体の経済成長のけん引 

戦略的な観光施策 

連携する市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

事業概要 

○美術館学習 
・美術館機能を活用し、圏域内の小・中学生に美術鑑賞学習（常設、特別展の鑑
賞）や施設見学等の機会提供する。 
・学校の理解を得るため、各市町の小中学校の児童生徒に特別展等のチラシ配布
を担当課に依頼する。 

連携して得られる成果 
 美術館施設を持たない周辺地域の児童生徒にもプログラムを提供することで、
教育普及的な見地に立った文化芸術振興について広域的な効果が期待できる。 

連携市町との協議内容 

（２市５町と協議） 
 
・各市町ともに、取組の意義を評価してくれているが、学校の過密なスケジュー
ルの中、調整及び新たな予算化は厳しい。 
・遠足や劇団四季観劇の前後で市美術館に寄ることは可能性はある。  
・土庄町については、来年（H29年10月26日予定）に土庄小学校4年団が未来館
学習に合わせて、美術館学習への参加を希望している。 

役割分担 
及び 

費用負担の 
考え方 

高 松 市  発達段階に応じた「美術館学習」の提供及び広報・宣伝 など。  

連携市町  交通費等の負担。 



③移住・交流促進事業（拡充）  【高松市提案】  6 

連携協約項目 
圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 
地域内外の住民との交流・移住促進 

連携する市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

事業概要 
○Ｕターン就職相談等 
・圏域全体を対象として、Ｕターン就職相談、移住フェア等を実施する。 

連携して得られる成果 
 移住・交流の促進に圏域が連携して取り組むことにより、定住・交流人口の増
加を促進する。 

連携市町との協議内容 

（２市５町と協議） 
 
・事業の方向性には賛成なので、今後、具体的な検討に参加したい。 
・今後、具体的な内容について協議が整い次第、事業化を進めてまいりたい。 
・事業費や費用負担についても、今後、協議の中で検討していきたい。 
 

役割分担 
及び 

費用負担の 
考え方 

高 松 市 
 圏域内での取組について、連携市町との連絡、調整を担当し、移住交流促進策
を実施する。 

連携市町  圏域内での取組について、高松市と協力して移住交流促進策を実施する。 



④移住・交流促進事業（拡充）   【三木町提案】  

7 

連携協約項目 
圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 
地域内外の住民との交流・移住促進 

連携する市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

事業概要 
○お出かけマップ作成 
 ターゲットを移住希望者に絞り、例えば、さぬき市の移住体験施設からのモデ
ルルートのようなマップを作成する。 

連携して得られる成果 
 移住・交流の促進に圏域が連携して取り組むことにより、定住・交流人口の増
加を促進する。 

連携市町との協議内容 

（２市５町と協議） 
 
・今後、具体的な内容について協議が整い次第、事業化を進めてまいりたい。 
・高松市発信だけではなく、各市町が企画を持ち寄って協議し、事業案を練り上
げていきたい。 
・ふるさと回帰支援センターの香川県担当者にも協力をお願いしてみてはどうか 

役割分担 
及び 

費用負担の 
考え方 

高 松 市 
 圏域内での取組について、連携市町との連絡、調整を担当し、移住交流促進策
を実施する。 

連携市町  圏域内での取組について、高松市と協力して移住交流促進策を実施する。 



⑤がん検診の広域化（調整中）   【直島町提案】  
8 

連携協約項目 
圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

生活機能の強化に係る政策分野 
地域医療 

連携する市町 
さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 

○ 

事業概要 
○がん検診の広域化 
 直島町において、集団検診に加え、高松市の医療機関等での個別検診による受
診を可能にする。 

連携して得られる成果 
 直島町において、集団検診に加え、医療機関等での個別検診での受診が可能と
なり、受診機会の拡大及び受診率の向上につながる。 

連携市町との協議内容 

（直島町と協議） 
・がん検診（胃がん・子宮頸がん・乳がん）について、医師会への委託事業とな
るため、医師会との協議が必要である。 
・胃がん個別検診については、実施機関が少なく、今後は高松市においても、実
施機関の不足が予測される現状がある。 

役割分担 
及び 

費用負担の 
考え方 

高 松 市  連携市町と医師会との調整。 

連携市町 

・検診実施機関から連携市町への検診結果の返却・データ管理等について、医師
会 
・検診実施機関と協議を行う。 
・検診に係る費用を負担する。 
・個別検診について住民に周知する。 



施策に係る取組（事業） 
 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 圏域全体 

１ 圏域全体の経済成長のけん引 11 11 13 11 9 10 11 13 

２ 高次の都市機能の集積・強化 4 2 5 5 6 3 5 6 

３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 27 20 35 32 40 27 40 51 

計 43 33 53 48 55 40 56 70 

連携事業数 

施策に係る取組（事業） 
 さぬき市 東かがわ市 土庄町 小豆島町 三木町 直島町 綾川町 圏域全体 

１ 圏域全体の経済成長のけん引 11 11 13 11 9 10 11 13 

２ 高次の都市機能の集積・強化 4 2 5 5 6 3 5 6 

３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 27 20 35 32 41 27 40 52 

計 43 33 53 48 56 40 56 71 

平成２８年度 

平成２９年度 
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懇談会意見等 
取りまとめ 

新規・拡充事業調査、取
りまとめ、協議 

ビジョン変更版作成 

ビジョン懇談会 
（委員委嘱等） 

ビジョン懇談会 
（実績報告・今後の取組意見） 

推進委員会 
（取組確認） 

事務局会 
（実績報告まとめ） 

事務局会 
（今後の取組） 

事務局会（メール開催） 

（取組確認） 
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